
令和７年２月

区分
令和5年度末時
点の活用率

活用額（円）

譲与額（円）

（１）森林経営管理制度関係事業

うち当該年度の森
林環境譲与税

（千円）

うち基金取崩
額

（千円）

うち他の財源
（千円）

①　森林所有者の
意向調査の準備作
業（森林の現況把
握、境界の確認・
明確化等）

意向調査（予備
調査）作業委託
事業

5,016 5,016 0 0
森林の現況調査
178.61ha

抽出した対象森林の予備調査を
178.61ha実施し、調査の結果112.42ha
の森林に意向調査を実施することとし
た。

②　森林所有者の
意向調査

森林詳細調査業
務委託事業

1,892 1,892 0 0
87.89ha・139筆の森林
調査（プロット調査）

令和4年度に意向調査をし村に任せると
回答のあった87.89haの森林について木
材生産に適しているか、保全林として
管理していくのかをプロット調査を実
施し検討しました。

①　森林所有者の
意向調査の準備作
業（森林の現況把
握、境界の確認・
明確化等）

森林簿修正調
査業務委託事
業

4,995 4,995 0 0
8林班、9林班の修正
830個所

森林簿の情報を正確に修正すること
で、森林経営計画が立てやすくな
り、その後の森林整備の促進につな
がる。

③　私有林整備
市町村森林整
備事業

2,222 2,222 0 0
伍和
9筆 3.92ha の間伐を
実施

10年以上整備がされず密集した人工
林を間伐することにより、残存木の
健全化と日照による地面の植生を促
し、災害に強い山になる。

小計 14,125 14,125 0 0

（２）その他事業

うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

⑦　その他（間
伐等の森林整
備）

ライフライン
等保全対策事
業

7,205 943 0 6,262

奥藤・駒場・伍和の
３個所で実施。57本
の危険木を伐採し
た。

危険木を伐採したことで、安全が確
保され、人的被害やライフラインへ
の被害を未然に防ぐことができた。

⑦　その他（間
伐等の森林整
備）

観光地景観整
備事業

2,999 2,999 0 0
ナラ枯れ被害木の伐
採を0.07ha実施。

昼神の温泉内で電線や村道に危険と
なっていたナラ枯れの危険木を伐採
し、人的被害やライフラインへの被
害を未然に防ぐことができた。

⑦　その他（間
伐等の森林整
備）

森林資源利活
用委託事業

8,955 8,955 0 0
林地残材や支障木を
活用するシステムが
できた。

林地残材や支障木が薪として活用さ
れ、森林資源利活用委託事業より雇
用創出につながった。

小計 19,159 12,897 0 6,262

合計 33,284 27,022 0 6,262

林地残材や支障木を搬
出し薪を生産。薪は村
の農業ハウスの薪ボイ
ラーに供給する。

実績 事業効果

電線・通勤・通学路沿
いの危険木の伐採を実
施。

昼神温泉内のナラ枯れ
による危険木の伐採を
実施。0.07ha

意向調査前に森林の現況
調査を行い、森林簿で抽
出した対象森林が整備を
必要とする人工林である
か確認した。

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容

今後の森林整備の方針を
検討するための森林の調
査（プロット調査）を実
施。

森林簿の林分情報を正
確にするための現地調
査を実施。

意向調査で村に任せる
と回答のあった森林
で、経営の成り立たな
い個所を森林所有者と
協定を結び森林整備を
実施。

３　令和５年度　森林環境譲与税を活用した事業一覧

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 実績 事業効果

61,282,000 27,022,000 88,304,000
82%

村に任せると回答のあった森林のうち経営が成り立たない森林
の整備費用。

80,209,000 27,022,000 107,231,000

令和５年度
阿智村森林経営管理制度及び森林環境譲与税活用事業実施状況

１　森林経営管理制度　市町村実施方針
　　別紙のとおり　（　阿智村森林経営管理制度実施方針　）

２　森林環境譲与税の活用状況（全体像）

令和元年度～
令和４年度 令和５年度 計 未執行額の活用方針


